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横須賀市の給与・定員管理等について 

 

１ 総括 

(1) 人件費の状況（普通会計決算） 

区 分 
住民基本台帳人口 

（26年１月１日) 

歳 出 額 

Ａ 
実質収支 

人 件 費 

Ｂ 

人件費率 

Ｂ／Ａ 

(参考)24年度の 

人件費率 

25年度 
人 

421,037 

千円 

136,339,081 

千円 

4,002,138 

千円 

26,368,678 

％ 

19.3 

％ 

    20.5 

 

 

(2) 職員給与費の状況（普通会計決算） 

区 分 
職員数 

Ａ 

給     与     費 
 

 

 

 

（参考）一人 

当たり給与費 

Ｂ／Ａ 

(参考)中核市 

平均一人当たり 

給与費 
給  料 職員手当  期末･勤勉手当 

計 

Ｂ 

25年度 
人 

2,771 

千円 

10,915,455 

千円 

3,572,320 

千円 

4,202,274 

千円 

18,690,049 

千円 

 6,745 

千円 

 6,199 

（注）１ 職員手当には退職手当を含みません。 

２ 職員数は、平成 26年４月１日現在の人数です。 

   ３  給与費については、任期付短時間勤務職員（再任用職員（短時間勤務））の給与費が含まれて

おり、職員数には当該職員を含んでいません。  

 

 

(3) ラスパイレス指数の状況 
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   （注）１ ラスパイレス指数とは、全地方公共団体の一般行政職の給料月額を同一の基準で比較するため、国の職員数

（構成）を用いて、学歴や経験年数の差による影響を補正し、国の行政職俸給表（一）適用職員の俸給月額を

100として計算した指数です。 

     ２ 平成 24 年及び平成 25 年は、国家公務員の時限的な（２年間）給与改定・臨時特例法による給与減額措置が

ないとした場合の値です。 
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(4) 給与制度の総合的見直しの実施状況について 

 

 

  【概要】国の給与制度の総合的見直しにおいては、俸給表の水準の平均２％の引下げ及び  

      地域手当の支給割合の見直し等に取り組むとされています。  

 

 

①給料表の見直し 

  ［未実施］  

   給料表の見直しについては、本市の地域手当の支給割合の見直しがないことも考慮し、  

  適切な見直しとなるよう、現在検討を重ねています。  

 

 

(5) 特記事項 
  
（給与減額の状況） 

減額実施期間 

平成 25 年 10 月 1 日から平成 26 年６月 30 日まで 

減額措置の内容 

 

（給料・手当） 

区  分 給料・地域手当 期末手当・勤勉手当 

一般職 
管理職手当の支給を受ける職員 ▲５．５％ 

▲３．２％ 
上記以外の職員 ▲３％ 

特別職 

市長 ▲１５％ 
▲１０％ 

※特別職には勤勉手当

の支給はありません 

副市長 ▲１０％ 

教育長、代表監査委員、 

上下水道事業管理者 
▲８％ 
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２ 職員の平均給与月額、初任給等の状況 

 (1) 職員の平均年齢、平均給料月額及び平均給与月額の状況（平成 26 年４月１日現在） 

 

①一般行政職 

 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

横須賀市 43.4 歳 321,697 円 436,488 円 391,003 円 

神奈川県 43.2 歳 328,887 円 436,477 円 382,261 円 

国 43.5 歳 335,000 円 ― 408,472 円 

中 核 市 41.9 歳 324,583 円 412,561 円 369,919 円 

 

②技能労務職 

参　考

平均年齢 職員数 平均給料月額
平均給与月額

（Ａ）
平均給与月額
（国比較ベース）

対応する民間の
類似職種

平均年齢
平均給与月額

（Ｂ）
Ａ／Ｂ

49.0 歳 473 人 311,158 円 394,012 円 367,613 円 ― ― ― ―

うち清掃職員 48.7 歳 185 人 332,170 円 447,748 円 399,040 円 廃棄物処理業従業員 44.7 歳 288,100 円 1.55

うち学校給食員 45.9 歳 104 人 282,728 円 332,736 円 327,662 円 調理士 42.0 歳 282,000 円 1.18

うち用務員 49.6 歳 102 人 302,909 円 364,880 円 356,898 円 用務員 54.3 歳 199,300 円 1.83

うち自動車運転手 51.5 歳 15 人 338,105 円 481,651 円 405,312 円 自家用乗用自動車運転者 54.4 歳 239,400 円 2.01

うちその他 53.3 歳 67 人 303,795 円 365,481 円 350,724 円 ― ― ― ―

54.6 歳 359 人 349,825 円 421,984 円 398,494 円 ― ― ― ―

50.1 歳 3,119 人 287,992 円 ― 326,611 円 ― ― ― ―

47.8 歳 290 人 330,820 円 392,126 円 362,360 円 ― ― ― ―

公務員
（Ｃ）

民　間
（Ｄ）

Ｃ／Ｄ

― ― ―

うち清掃職員 7,053,103 円 3,939,100 円 1.79

うち学校給食員 5,294,394 円 3,700,100 円 1.43

うち用務員 5,867,523 円 2,747,000 円 2.14

うち自動車運転手 7,448,423 円 3,190,600 円 2.33

うちその他 ― ― ―

※民間データは、賃金構造基本統計調査において公表されているデータを使用しています。（平成23～25年の３ヶ年平均）
※技能労務職の職種と民間の職種等の比較にあたり、年齢、業務内容、雇用形態等の点において完全に一致しているものではありません。
※年収ベースの「公務員（Ｃ）」及び「民間（Ｄ）」のデータは、それぞれ平均給与月額を12倍したものに、公務員においては、
　前年度に支給された期末・勤勉手当、民間においては、前年に支給された年間賞与の額を加えた試算値です。
※その他は、ボイラー技士、電話交換手、土木作業員などです。

横須賀市

区　分
公　務　員

中核市

国

横須賀市

神奈川県

民　　間

区　分

参　　考

年収ベース（試算値）の比較

 

 

③高等学校教育職 

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 

横須賀市 51.2 歳 416,379 円 510,962 円 

神奈川県 45.5 歳 369,876 円 447,630 円 

中 核 市 46.2 歳 395,580 円 460,318 円 
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④看護･保健職  

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

横須賀市 44.2 歳 319,724 円 403,471 円 372,528 円 

国 46.3 歳 315,397 円 ― 345,048 円 

中 核 市 38.5 歳 299,502 円 373,169 円 328,569 円 

 

⑤消防職  

区 分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

（国比較ベース） 

横須賀市 40.5 歳 314,141 円 446,519 円 384,406 円 

中 核 市 39.0 歳 306,543 円 403,680 円 351,053 円 

（注）１ 「平均給料月額」とは、平成 26年４月１日現在における各職種ごとの職員の基本給の平均です。 

      ２  「平均給与月額」とは、給料月額と毎月支払われる扶養手当、地域手当、住居手当、時間外勤務手当

などのすべての諸手当の額を合計したものであり、地方公務員給与実態調査において明らかにされて

いるものです。 

また、「平均給与月額（国比較ベース）」は、比較のため、国家公務員と同じベース（＝時間外勤務

手当等を除いたもの）で算出しています。 
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(2) 職員の初任給の状況（平成 26 年４月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 26 年４月１日現在） 

 

区    分 経験年数10年 経験年数20年 経験年数25年 経験年数30年 

一般行政職 
大 学 卒 250,537 円 347,060 円 373,528 円 400,253 円 

高 校 卒 207,638 円 307,285 円 350,600 円 367,533 円 

技能労務職 
高 校 卒 ― ― ― ― 

中 学 卒 ― 252,817 円 304,243 円 332,969 円 

高等学校教育職 大 学 卒 322,917 円 ― 412,257 円 437,059 円 

看護･保健職 
大 学 卒 254,851 円 336,202 円 ― 400,606 円 

短大３卒 ― 316,705 円 354,988 円 364,235 円 

消 防 職 
大 学 卒 263,711 円 356,752 円 377,003 円 396,262 円 

高 校 卒 227,368 円 330,414 円 351,269 円 381,183 円 

（注）１ 該当する職員がいない欄は、「－」としています。 

      ２  該当する職員が少数の場合は、近似の経験年数を含めて、記載しています。 

区    分 横須賀市 神奈川県 国 

一般行政職 
大 学 卒 175,764 円 171,648 円 

総合職 181,200 円 

一般職 172,200 円 

高 校 卒 145,306 円 138,720 円 一般職 140,100 円 

技能労務職 
高 校 卒 140,165 円 136,224 円 － 

中 学 卒 131,532 円 127,776 円 － 

高等学校教育職 大 学 卒 193,709 円 191,712 円 － 

看護･保健職 
大 学 卒 180,226 円 － 201,100 円 

短大３卒 170,332 円 － 188,900 円 

消 防 職 
大 学 卒 187,016 円 － － 

高 校 卒 156,752 円 － － 



- 6 - 

３ 一般行政職の級別職員数等の状況 

(1) 一般行政職の級別職員数及び給料表の状況（平成 26 年４月１日現在） 

区 分 標準的な職務内容 職員数 構成比 
１号給の 

給料月額 

最高号給の 

給料月額 

１ 級 
担当者 

（補助的な業務に従事する担当者） 
59 人 4.2 ％ 131,600 円 265,200円 

２ 級 担当者 353 人 25.3 ％ 161,600 円 338,800円 

３ 級 
主 任 

（高度な知識を要する担当者） 
492 人 35.2 ％ 261,900 円 395,800円 

４ 級 係長・主査 266 人 19.1 ％ 289,200 円 411,000円 

５ 級 
課長補佐 

（高度な知識を要する係長・主査） 
99 人 7.1 ％ 320,600 円 435,600円 

６ 級 課 長 80 人 5.7 ％ 336,200 円 468,200円 

７ 級 
次 長 

（高度な知識を要する課長） 
27 人 1.9 ％ 327,300 円 490,600円 

８ 級 部 長 21人 1.5 ％ 464,600 円 537,700円 

計 － 1,397 人 100.0 ％   

（注）１ 横須賀市の職員給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 

２ 一般職給料表が適用されている職員のうち、一般行政職職員の給料表の級区分による職員数です。 

３ 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。 
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 (2) 昇給への勤務成績の反映状況 

昇給には以下のものがあります。 

① 査定昇給 

４月１日から３月 31日までの１年間の勤務成績により、翌年度の４月１日に５段階の昇給区分で昇給します。（昇

給区分をＥに決定された一般職員は、昇給しません。） 

 

（一般職員） 

昇給区分 Ａ Ｂ Ｃ(標準) Ｄ Ｅ 

昇給の号給数 ８号給以上 
５号給 

６号給 
４号給 

１号給以上 

３号給以下 
０号給 

（特定職員：課長級以上の職にある職員） 

昇給区分 Ａ Ｂ Ｃ(標準) Ｄ Ｅ 

昇給の号給数 ８号給以上 
４号給以上 

６号給以下 
３号給 

１号給 

２号給 
０号給 

 

② その他の昇給 

   それ以外に昇給できる場合としては、次の場合があります。 

・研修に参加し、その成績が特に良好な場合 

・業務成績の向上、能率増進、発明考案等により職務上特に功績があったことにより表彰を受けた場合 

・職制若しくは定員の改廃又は予算の減少により廃職又は過員を生じたことにより退職する場合 

・勤務成績が良好である職員が生命をとして職務を遂行し、そのために危篤となり、又は著しい障害の状態となっ

た場合その他特に必要があると認められる場合 

 

 

(3) 高齢層職員の昇給抑制制度の概要 

高齢層職員の昇給抑制制度とは民間企業等との均衡を図るため、一定年齢以上の職員について、昇給抑制を行う制

度で、査定昇給時の昇給号給数を半分に抑制します。 

職 種 横須賀市 国 

一般行政職 昇給抑制：５５歳以上 
昇給停止：５５歳以上 

（標準の勤務成績では昇給停止） 

技能労務職 昇給抑制：５５歳以上 
昇給停止：５７歳以上 

（標準の勤務成績では昇給停止） 
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４ 職員の手当の状況 

 

(1) 期末手当・勤勉手当（平成 25年度） 

横須賀市 神奈川県 国 

1人当たり平均支給額 

1,531 千円 

１人当たり平均支給額 

1,564千円 
－ 

（25年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

2.60月分    1.35 月分 

(1.45)月分   (0.65)月分 

（25年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

2.60月分    1.35 月分 

(1.45)月分   (0.65)月分 

（25年度支給割合） 

期末手当     勤勉手当 

2.60月分    1.35 月分 

(1.45)月分   (0.65)月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加

算措置 

役職加算  5～20％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による

加算措置 

職務段階別加算 5～20％ 

管理職加算   10～25％ 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による

加算措置 

役職加算    5～20％ 

管理職加算  10～25％ 

（注） (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 

 

   【参考】勤勉手当への勤務成績の反映状況（一般行政職）  

     勤務成績の評定は実施していますが、評定結果による勤勉手当の成績率への反映は、  

    行っていません。  

 

(2) 退職手当（平成 26 年４月１日現在） 

横須賀市  国 

（支給率）     自己都合    勧奨・定年 

勤続20年     21.62 月分   27.025 月分 

勤続25年     30.82 月分   36.57  月分 

勤続35年     43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額   52.44 月分   52.44  月分 

その他の加算措置 ：なし 

 

1人当たり平均支給額 

 2,452千円   23,688千円 

（支給率）     自己都合   応募認定・定年 

勤続20年     21.62 月分   27.025 月分 

勤続25年     30.82 月分   36.57  月分 

勤続35年     43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額   52.44 月分   52.44  月分 

その他の加算措置 ： 定年前早期退職特例措置 

          (割増率2～45％) 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 25年度に退職した職員に支給された平均額です。   

 

 (3) 地域手当（平成 26 年４月１日現在） 

支 給 実 績（平成25年度決算）  1,195,138 千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算）   420 千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 国の制度(支給率) 

全地域        10 ％ 2,847人   10 ％ 

 地域手当補正後ラスパイレス指数  

（ラスパイレス指数） 

97.3 

（97.3） 

（注）地域手当補正後ラスパイレス指数とは、地域手当を加味した地域における国家公務員と地方公務員の 

給与水準を比較するため、地域手当の支給率を用いて補正したラスパイレス指数です。 

  （補正前のラスパイレス指数×（１＋当該団体の地域手当支給率）/（１＋国の指定基準に基づく地域 

手当支給率）により算出。） 
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 (4) 特殊勤務手当（平成 26 年４月１日現在） 

支給実績（平成25年度決算） 89,401千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 145,131 円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成25年度決算） 21.5％ 

手当の種類（手当数） 13 

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 

（25年度決算） 

左記職員に対する 

支給単価 

福祉業務手当 社会福祉主事、知的障

害者福祉司等 

社会福祉の現業に従事 
8,984 千円 

日額 300円 

深夜特殊業務手当 総務課警備員、南処理

工場交代制勤務者 

正規の勤務時間による勤務の

一部又は全部が深夜において

行われる業務に従事 

2,168 千円 

1勤務 200円～800円 

防疫作業手当 医師、消防吏員以外の

職員 

感染症患者の救護、防疫作業

に従事 
2 千円 

日額 200円 

保健所等業務手当 医師、歯科医師 保健所等に勤務する医師・歯

科医師が所定の業務に従事 
3,030 千円 

月額100,000円以内 

 

特 

別 

手 

当 

用地交渉特別手

当 

全職員 公共用地の取得等に係る交渉

業務に従事 
17 千円 

1件 180円（昼間）、230

円（夜間） 

下水管内検査等

手当 

財政部職員、環境政策

部職員、土木部職員 

下水管内の検査、清掃業務等

に従事 
0 千円 

日額 150円（新設管）、

300円（使用管） 

自宅待機手当 全職員 業務命令により自宅待機した

とき 
835 千円 

日額 450円（平日）、1,800

円（週休日、祝日） 

特殊車両運転手

当 

環境政策部職員、土木

部職員 

重機車両等の運転業務に従事 
0 千円 

日額 200円 

 

道路上作業手当 環境政策部職員、土木

部職員 

指定された路線において、交

通を遮断することなく道路の

維持・補修作業に従事 

24 千円 

日額 200円 

高所作業手当 資源循環部職員 地上10メートル以上の足場の

不安定な高所において、点検

・維持管理作業等に従事 

190 千円 

日額 150円 

時間を単位とす

る特殊勤務手当 

全職員 勤務時間外に災害対応等の業

務に従事 
28,550 千円 

一般職員 2,300円 

医師・歯科医師 3,900円 

救急出動手当 消防吏員 救急業務に従事 
12,242 千円 

1回 150円、510円（救急

救命士） 

災害出動手当 消防吏員 水震火災等の災害防御又は警

戒業務に従事 
2,387 千円 

1回 300円、2,300円（毒

性物質等による災害） 

特殊作業手当 消防吏員 地上又は水上10メートル以上

の足場の不安定な高所で消防

作業等に従事 

536 千円 

日額 150円 

潜水手当 消防吏員 潜水器具を着用して人命救助

等のため潜水作業に従事 
87 千円 

200円～1,000円 

交替制勤務手当 消防吏員 常時24時間の勤務に服する職

員が当該勤務に従事 
23,393 千円 

1回 600円 

国際緊急援助隊手当 消防吏員 国際緊急援助隊の派遣に関す

る法律に規定する国際緊急援

助活動に従事 

0 千円 

日額 4,000円 

教員特殊業務手当 高等学校等教職員 教職員が非常災害時における

生徒の保護等の業務に従事 
6,956 千円 

1回 400円～6,400円 

教育業務連絡調整手

当 

高等学校教職員 

（主任） 

教務主任等が担当業務に従事 
0 千円 

日額 200円 
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 (5) 時間外勤務手当 

支給実績（平成 25年度決算）  967,972 千円 

職員 1人当たり平均支給年額 (平成 25年度決算 ) 338 千円 

支給実績（平成 24年度決算）  962,671 千円 

職員 1人当たり平均支給年額 (平成 24年度決算 ) 332 千円 

（注）１ 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。 

２ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（25・24年度決算）」と同じ年度の４

月１日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除

く。）であり、短時間勤務職員を含む。  

 

 

 

 (6) その他の手当（平成 26 年４月１日現在） 

 

手当名 

 

内容及び支給単価 
国の制度

との異同 
国の制度と異なる内容 

支給実績 

(平成25年度決算) 

支給職員１人当たり

平均支給年額 

(平成25年度決算) 

扶養手当 

配偶者       14,100円 

異なる 

配偶者        13,000円 

363,012 千円 260,784 円 

配偶者以外の扶養親族      

6,600円 

配偶者以外の扶養親族       

6,500円 

配偶者が扶養親族でない

職員の扶養親族のうち 

1人         7,600円 

配偶者が扶養親族でない

職員の扶養親族のうち 

1人       6,500円 

配偶者がない職員の扶養

親族のうち1人 

   11,600円 

配偶者がない職員の扶養

親族のうち1人 

          11,000円 

満16歳の年度初めから満

22歳の年度末までの子等

の扶養親族(加算) 

 5,500円 

異なる 

満16歳の年度初めから満

22歳の年度末までの子等

の扶養親族(加算) 

               5,000円 

住居手当 

自己所有住宅 

             15,800円 

借家・借間  支給限度額 

30,900円 

異なる 
借家・借間 支給限度額 

              27,000円 
462,271 千円 229,643 円 

通勤手当 

通勤距離２km以上に支給 

交通機関利用者：運賃相

当額 支給限度55,000円 

交通用具利用者：通勤距

離に応じて支給 

    支給限度24,500円 

同じ － 269,457 千円 105,669 円 

管理職手当 

管理又は監督の地位にあ

る職員のうち規則で指定

する職、級にある者に対

して支給 

８級（部長） 110,000円 

７級（次長）  85,000円 

６級（課長）  75,000円 

５級（課長補佐） 60,000円 

異なる 

俸給の特別調整額  

行 政 職 俸 給 表 (一 )を

適用する職員  

139,300円～46,300円  

 

259,138 千円 830,571 円 
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初任給調整手当 

医師、歯科医師に採用さ

れた職員で採用後35年を

経過しない職員に採用後

等の期間に応じて支給 

異なる 

国の制度では、科学技術

に関する専門知識を有す

る職員を対象とするなど

支給範囲及び支給額が異

なる。 

11,456 千円 1,762,462 円 

夜間勤務手当 

正規の勤務時間として、

午後10時から翌日午前5

時までの間に勤務するこ

とを命じられた職員に支

給 

時間外勤務手当基礎額×

25/100×夜間勤務時間数 

同じ － 38,519 千円 103,825 円 

宿日直手当 

宿直勤務又は日直勤務を

命ぜられた職員に支給 

勤務1回につき 5,500円 

異なる 
勤務1回につき 4,200円

～5,900円 
2,338 千円 93,520 円 

産業教育手当 

実習を伴う工業に関する

科目を主として担任する

教諭等に支給 

給料表の級号給に応じて

18,000円～38,000円 

－ － 0 千円 0 円 

定時制教育手当 

定時制課程を置く高等学

校の校長及び教員(本務

として定時制教育に従事

する養護教諭、養護助教

諭及び実習助手に限る。)

に対して支給   校長

27,000円、教員34,000円 

－ － 732 千円 366,000 円 

義務教育等教員 

特別手当 

教育職員に対して支給 

給料表の級号給に応じて

8,000円を超えない範囲

内 

－ － 6,305 千円 87,569 円 
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５ 特別職の報酬等の状況（平成 26年４月１日現在） 

区      分  給  料  月  額  等  

給 

料 

市  長 
876,350 円  

（ 1,031,000円）  

(参考 )中核市における最高／最低額  

1,206,000 円  ／  565,000 円  

副 市 長 
789,300 円  

（ 877,000円）  
 974,000 円  ／  708,900 円  

 

報 

酬 

議  長 743,000 円   827,000 円  ／  625,000 円  

副 議 長 680,000 円   748,000 円  ／  555,000 円  

議 員 646,000 円   700,000 円  ／  510,000 円  

期 

末 

手 

当 

市  長 

副 市 長 
（25年度支給割合）     3.20 月分 

議  長 

副 議 長 

議 員 

（25年度支給割合）     3.35 月分 

退 

職 

手 

当 

 

市  長 

副 市 長 

  （算定方式）         （１期の手当額） （支給時期） 

1,031,000円×在職月数×45／100      22,269,600円  任期ごとに支給 

   877,000円×在職月数×33.75／100  14,207,400円  任期ごとに支給 

 

（注）１ 給料の（ ）内は、減額措置を行う前の金額です。 

      ２  退職手当の「１期の手当額」は、４月１日現在の給料月額及び支給率に基づき、１期（４年＝４８月）勤め 

    た場合における退職手当の見込額です。 
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６ 職員数の状況 

 (1) 部門別職員数の状況と主な増減理由 
（各年４月１日現在） 

区 分 

部 門 

職 員 数 対前年 

増減数 
主な増減理由 

平成26年 平成 25年 

普
通
会
計
部
門 

一
般
行
政
部
門 

議会 17人 17人 0人 － 

総務 454人 460人 △6人 実施計画策定終了等による減など 

税務 145人 142人 3人 欠員補充等による増 

民生 400 人 387人 13人 国の制度改正への対応による増など 

衛生 466 人 463人 3人 自然環境施策への対応による増など 

労働 3人 3人 0人 － 

農林水産 24人 23人 1人 地産地消施策への対応による増 

商工 45人 41人 4人 集客プロモーション施策等への対応による増 

土木 324人 322人 2人 欠員補充等による増など 

計 1,878人 1,858人 20人 

＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 44.60 人 

（中核市の人口 1万人当たり職員数 

       43.49人） 

教育部門 450人 444人 6人 欠員補充による増など 

消防部門 444人 448人 △4人 初任教育期間中職員の減など 

小  計 2,772人 2,750人 22人 

＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 65.84 人 

（中核市の人口 1万人当たり職員数 

 61.47人） 

公
営
企
業
等
会
計
部
門 

上 下 水 道 295人 295人 0人 － 

病 院 5人 5人 0人 － 

そ  の  他 115人 107人 8人 国民健康保険事業の増など 

小    計 415人 407人 8人 － 

合 計 
3,187人 

[3,337人] 

3,157人 

[3,311人] 

30人 

[26人] 

＜参考＞ 

人口 1万人当たり職員数 75.69 人 

（注）１ 職員数は一般職に属する職員数です。 

   ２ [     ]内は、条例定数の合計です。 
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 (2) 年齢別職員構成の状況（平成 26 年４月１日現在） 

0%

2%

4%

6%

8%

10%

12%

14%

16%

20歳未満 20-23歳 24-27歳 28-31歳 32-35歳 36-39歳 40-43歳 44-47歳 48-51歳 52-55歳 56-59歳 60歳以上

構成比

５年前の構成比

 

（単位：人）  

区 分 
20歳 

未満 

20歳 

～  

23歳 

24歳 

～  

27歳 

28歳 

～  

31歳 

32歳 

～  

35歳 

36歳 

～  

39歳 

40歳 

～  

43歳 

44歳 

～  

47歳 

48歳 
～  

51歳 

52歳 

～  

55歳 

56歳 

～  

59歳 

60歳 

以上 

計 

 

職員数 19 76 178 197 283 320 413 446 413 408 341 93 3,187 

 

 

 

 (3) 職員数の推移 

（単位：人・％） 

年 度 

部門別 
21年 22年 23年 24年 25年 26年 

過去 5年間の 

増減数（率） 

普
通
会
計 

一般行政 1,838 1,934 1,885 1,886 1,858 1,878 40（2.2）  

教育 480 478 463 456 444 450  △30（△6.3） 

消防 447 459 447 450 448 444   △3（△0.7） 

小計 2,765 2,871 2,795 2,792 2,750 2,772 7 （0.3）  

公営企業等会計 計 817 416 411 407 407 415 △402（△49.2） 

総 合 計 3,582 3,287 3,206 3,199 3,157 3,187 △395（△11.0） 

（注）各年における定員管理調査において報告した部門別職員数です。 
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７ 公営企業職員の状況 

(1) 水道事業 

  ① 職員給与費の状況 

ア 決算 

区 分 
総費用 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

職員給与費 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

24年度の総費用に占める

職員給与費比率 

25年度 
千円 

9,851,481 

       千円 

590,012 

     千円 

1,010,329 

           ％ 

10.3 

                ％ 

10.5 

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費 163,903 千円を含まない。 

 

区 分 
職員数 

Ａ 

給     与     費 一人当たり 

給与費 

Ｂ／Ａ  

 

 

 

 

(参考)市町村平均 

一人当たり給与費 給  料 職員手当  期末･勤勉手当 
計 

Ｂ 

25年度 
人 

180 

千円 

697,791 

千円 

211,448 

千円 

264,993 

千円 

1,174,232 

千円 

6,524 

千円 

6,123 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含みません。 

２ 職員数は、平成 26 年３月 31 日現在の人数です。 

 

  ② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 26年４月１日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

横須賀市（水道事業） 43.8歳 359,881円 543,666円 

団 体 平 均 45.0歳 342,822円 509,358円 

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。  

 

  ③ 職員の手当の状況 

    ア 期末手当・勤勉手当 

横須賀市（水道事業） 横須賀市（一般行政職・団体平均等） 

１人当たり平均支給額（平成25年度） 

1,472 千円 

1人当たり平均支給額（平成25年度） 

1,531 千円 

（25年度支給割合） 

       期末手当       勤勉手当 

       2.60 月分      1.35 月分 

       (1.45)月分     (0.65)月分 

（25年度支給割合） 

期末手当      勤勉手当 

 2.60 月分     1.35 月分 

(1.45)月分    (0.65)月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

  役職加算  5～ 20％  

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

役職加算  5～20％ 

 (注)  (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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    イ 退職手当（平成 26 年４月１日現在） 

横須賀市（水道事業） 横須賀市（一般行政職・団体平均等） 

（支給率）      自己都合    勧奨・定年 

勤続 20年      21.62 月分   27.025 月分 

勤続 25年      30.82 月分   36.57  月分 

勤続 35年      43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額     52.44 月分   52.44  月分 

その他の加算措置 ： なし 

  

1人当たり平均支給額   該当なし    26,151千円 

（支給率）      自己都合    勧奨・定年 

勤続 20年      21.62 月分   27.025 月分 

勤続 25年      30.82 月分   36.57  月分 

勤続 35年      43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額     52.44 月分   52.44  月分 

その他の加算措置 ： なし 

 

1人当たり平均支給額  2,452千円   23,688千円 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 25年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

    ウ 地域手当（平成 26 年４月１日現在） 

支 給 実 績（平成25年度決算） 73,328千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 407千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

全地域  10％ 180人 10％ 

      

   エ 特殊勤務手当（平成 26 年４月１日現在） 

支給実績（平成25年度決算）                       2,649千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算）                       32,297  円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成25年度）                          45.6％ 

手当の種類（手当数）                       ５  

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 
支給実績 

（25年度決算） 

左記職員に対する 

支給単価 

停水執行手当 料金課職員  停水執行業務  0 千円 １件当たり200円 

特殊作業手当 水道部門技術職員 給配水管の漏水修理等作業 553 千円 日額200円 

終日・交替制勤務手当 交替制勤務職員 交替制勤務職員の夜勤従事 1,889 千円 １勤務当たり1,800円 

用地交渉特別手当 用地管理担当職員 用地等の取得交渉に従事 0 千円 
日額180円（17時15分

以降230円） 

時間を単位とする 

特殊勤務手当 
全職員 

勤務時間外に災害対応等の

業務に従事 
207 千円 １時間当たり2,300円 

 

オ 時間外勤務手当  

支給実績（平成25年度決算）                45,572千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 25年度決算）       273千円 

支給実績（平成24年度決算）                47,066千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 24年度決算）       329千円 

（注）１ 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。 

２ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（25・24年度決算）」と同じ年度の４月１

日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）で

あり、短時間勤務職員を含む。  
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    カ その他の手当（平成 26 年４月１日現在）  

 

手当名 

 

 

内容及び支給単価 

 

一般行政職

の制度との

異同 

一般行政職の 

制度と異なる 

内容 

支給実績 

（25年度決算）
 

支給職員1人当たり平均

支給年額 

（25年度決算） 

扶 養 手 当      

配偶者       14,100円 

同じ  

 

  24,075千円     253,420円 

配偶者以外の扶養親族 

         6,600円 

配偶者が扶養親族でない職員の扶

養親族のうち1人 

          7,600円 

配偶者がない職員の扶養親族のう

ち1人 

   11,600円 

満16歳の年度初めから満22歳の年

度末までの子等の扶養親族(加算) 

 5,500円 

住 居 手 当      

自己所有住宅 

             15,800円 

借家・借間  支給限度額 

30,900円 

同じ  

 

  31,932千円     233,082円 

通 勤 手 当      

通勤距離２km以上に支給 

交通機関利用者：運賃相当額  

支給限度55,000円 

交通用具利用者：通勤距離に応じ

て支給 

    支給限度24,500円 

同じ  

 

  18,737千円     111,532円 

管理職手当 

管理又は監督の地位にある職員の

うち規則で指定する職、級にある

者に対して支給 

８級（部長） 110,000円 

７級（次長）  85,000円 

６級（課長）  75,000円 

５級（課長補佐） 60,000円 

同じ  

 

  11,396千円     876,600円 

夜間勤務手当 

正規の勤務時間として、午後10時

から翌日午前5時までの間に勤務

することを命じられた職員に支給 

時間外勤務手当基礎額×25/100×

夜間勤務時間数 

同じ  

 

   3,759千円     208,852円 
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(2) 下水道事業 

  ① 職員給与費の状況 

ア 決算 

区 分 
総費用 

Ａ 

純損益又は 

実質収支 

職員給与費 

Ｂ 

総費用に占める 

職員給与費比率 

Ｂ／Ａ 

(参考) 

24年度の総費用に占める

職員給与費比率 

25年度 
  千円 

9,857,572 

        千円 

348,666 

     千円 

534,225 

             ％ 

5.5 

                    ％ 

5.5 

（注）資本勘定支弁職員に係る職員給与費 243,188 千円を含まない。 

 

区 分 
職員数 

Ａ 

給     与     費 一人当たり 

給与費Ｂ／Ａ 

 

 

 

 

( 参 考 ) 市 町 村 平 均      

一 人 当 た り 給 与 費      給  料 職員手当    期末･勤勉手当 計 Ｂ 

25年度 
    人 

114 

    千円 

453,725 

    千円 

148,863 

    千円 

174,825 

    千円 

777,413 

       千円 

6,819 

     千円 

6,093 

（注）１ 職員手当には退職給与金を含みません。 

２ 職員数は、平成 26 年３月 31 日現在の人数です。 

      

  ② 職員の基本給、平均月収額及び平均年齢の状況（平成 26年４月１日現在） 

区 分 平均年齢 基本給 平均月収額 

横須賀市（下水道事業）      45.3歳    367,519円 568,284円 

団 体 平 均      44.0歳    340,516円 507,458円 

（注） 平均月収額には、期末・勤勉手当等を含みます。  

 

  ③ 職員の手当の状況 

    ア 期末手当・勤勉手当 

横須賀市（下水道事業） 横須賀市（一般行政職・団体平均等） 

１人当たり平均支給額（平成25年度） 

                                1,534 千円 

1人当たり平均支給額（平成25年度） 

1,531 千円 

（25年度支給割合） 

期末手当         勤勉手当 

2.60 月分       1.35 月分 

(1.45)月分     (0.65)月分 

（25年度支給割合） 

期末手当      勤勉手当 

 2.60月分      1.35 月分 

(1.45)月分    (0.65)月分 

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

  役職加算  5～ 20％  

（加算措置の状況） 

職制上の段階、職務の級等による加算措置 

役職加算  5～20％ 

 (注)  (  )内は、再任用職員に係る支給割合です。 
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  イ 退職手当（平成 26 年４月１日現在） 

横須賀市（下水道事業） 横須賀市（一般行政職・団体平均等） 

（支給率）      自己都合    勧奨・定年 

勤続 20年      21.62 月分   27.025 月分 

勤続 25年      30.82 月分   36.57  月分 

勤続 35年      43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額     52.44 月分   52.44  月分 

 その他の加算措置 ： なし 

 

1人当たり平均支給額   655 千円     26,187千円 

（支給率）      自己都合    勧奨・定年 

勤続 20年      21.62 月分   27.025 月分 

勤続 25年      30.82 月分   36.57  月分 

勤続 35年      43.7  月分   52.44  月分 

最高限度額     52.44 月分   52.44  月分 

その他の加算措置 ：  なし 

 

1人当たり平均支給額  2,452 千円   23,688千円 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は、平成 25年度に退職した職員に支給された平均額です。 

 

    ウ 地域手当（平成 26 年４月１日現在） 

支 給 実 績（平成25年度決算） 48,548千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算） 426千円 

支給対象地域 支給率 支給対象職員数 一般行政職の制度（支給率） 

全地域  10％ 114人 10％ 

      

   エ 特殊勤務手当（平成 26 年４月１日現在） 

支給実績（平成25年度決算）                       1,773千円 

支給職員１人当たり平均支給年額（平成25年度決算）                       36,186  円 

職員全体に占める手当支給職員の割合（平成25年度）                          43.0％ 

手当の種類（手当数）                       ５  

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給実績 

（25年度決算） 

左記職員に対する 

支給単価 

特殊作業手当 下水道部門 

技術職員 

下水処理業務、下水処理水の

水質試験業務 
648 千円 

日額200円 

用地交渉特別手当 用地管理担当職員 用地等の取得交渉に従事 
0 千円 

日額180円（17時15分

以降230円） 

下水道管内検査・清掃

特別手当 

下水道部門 

技術職員 

下水道管等の検査、清掃業務 
19 千円 

日額 新設管150円、 

使用中の管等300円 

自宅待機手当 下水道部門 

技術職員 

業務命令による自宅待機 
13 千円 

日額450円 

（休日 1,800円） 

時間を単位とする 

特殊勤務手当 

全職員 勤務時間外に災害対応等の

業務に従事 
1,093 千円 

１時間当たり2,300円 

 

オ 時間外勤務手当                                                          

支給実績（平成25年度決算）                34,916千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 25年度決算）       364千円 

支給実績（平成24年度決算）                42,677千円 

職員１人当たり平均支給年額（平成 24年度決算）       790千円 

（注）１ 時間外勤務手当には、休日勤務手当を含みます。 

２ 職員１人当たり平均支給額を算出する際の職員数は、「支給実績（25・24年度決算）」と同じ年度の４月１

日現在の総職員数（管理職員、教育職員等、制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く。）で

あり、短時間勤務職員を含む。  
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カ その他の手当（平成 26 年４月１日現在）  

手当名 内容及び支給単価 

一般行政職

の制度との

異同 

一般行政職の 

制度と異なる 

内容 

支給実績 

（25年度決算） 

支給職員1人当た

り平均支給年額 

（25年度決算） 

扶 養 手 当      

配偶者       14,100円 

同じ  

 

  17,401千円     271,886円 

配偶者以外の扶養親族 

              6,600円 

配偶者が扶養親族でない職員の扶

養親族のうち1人 

          7,600円 

配偶者がない職員の扶養親族のう

ち1人 

            11,600円 

満16歳の年度初めから満22歳の年

度末までの子等の扶養親族(加算) 

               5,500円 

住 居 手 当      

自己所有住宅 

             15,800円 

借家・借間  支給限度額 

30,900円 

同じ  

 

  19,339千円     224,867円 

通 勤 手 当      

通勤距離２km以上に支給 

交通機関利用者：運賃相当額  

支給限度55,000円 

交通用具利用者：通勤距離に応じ

て支給 

    支給限度24,500円 

同じ  

 

  12,527千円     122,819円 

管理職手当 

管理又は監督の地位にある職員の

うち規則で指定する職、級にある

者に対して支給 

８級（部長） 110,000円 

７級（次長）  85,000円 

６級（課長）  75,000円 

５級（課長補佐） 60,000円 

同じ  

 

  14,359千円     797,733円 

 

 

 


